
誰もがときめく集落を目指して

つなげよう、未来へ
　市では、人口減少や少子高齢化が急速に進む中、
活力ある豊かで魅力にあふれた集落づくりの主体
的な取り組みなどを支援するため、昨年度に「ま
ち・むらときめきプラン」を策定しました。
　このプランに基づき、集落ときめき活動事業補
助金を創設したほか、集落の担い手となる人材を
育成するための「まち・むらときめきセミナー」
を開催し、集落活動の活性化を支援しています。

基本理念

誰
も
が 

と
き
め
く 

集
落
づ
く
り

将
来
を
見
据
え
て
、
集
落
と
行
政
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
、

み
ん
な
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
、
キ
ラ
キ
ラ
と
笑

顔
に
満
ち
た
、
誰
も
が
と
き
め
く
集
落
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

５つの戦略11 の施策
① 集いの場づくり（集会場改修の支援など）
② 集落コミュニティの活性化

（世代間交流を図る行事の支援など）
③ 人口減少対策と空き家や空き地の活用

（移住定住促進への取り組みの支援など）

戦略Ⅰ
みんなが集い、

つながる集落づくり

④ 災害に強い体制づくり
（自主防災組織活動の支援など）

⑤ 安全で安心な暮らしの確保
（空き家対策の支援など）

戦略Ⅱ
みんなが安全で安心に

暮らす集落づくり

⑥ 交通手段の充実
（交通弱者を支える取り組みの支援など）

⑦ 健康づくり
（介護予防教室やサロンの開催の支援など）

戦略Ⅲ
みんなが活き活きと

元気に暮らす集落づくり

⑧ ふるさとへの愛着と誇りの醸成
（地域資源の保存や魅力アップの支援など）

⑨ 担い手づくり
（次世代の集落を担う人材の育成など）

戦略Ⅳ
みんなが愛着と誇りを

持って活躍する
集落づくり

⑩ 地域、エリア間交流の促進
（複数集落の連携活動の支援など）

⑪ 集落と行政の連携強化（相談窓口の設置など）

戦略Ⅴ
みんなが連携し、

ときめく集落づくり

あ
わ
ら
市
の
現
状

　
過
去
の
人
口
な
ど
の
推
移
を
見
る
と
、
人
口
は
毎
年
約
２
５
０
人
減
少
、
出
生
者

数
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、
令
和
元
年
の
出
生
者
数
は
１
６
２
人
ま
で
減
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
高
齢
化
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
は
増
加
し
て
お

り
、
あ
わ
ら
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

「まち・むらときめきプラン」とは？
　平成 30 年度に市内の全 129 集落を訪れ、その集落ごとの現状や課題を取りまとめた「集落カルテ」を作
成し、「誰もがときめく集落づくり」を推進することを目的に、５つの戦略と 11 の施策を取りまとめ、令和
元年から５年間の集落活性化の支援策として策定した計画です。

清
滝
区
の
取
り
組
み

　
平
成
31
年
４
月
に
「
清
滝
区
活
性

化
委
員
会
」
を
設
立
。「
区
民
よ
立
ち

上
が
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
集
落

活
性
化
に
取
り
組
む
。

　
今
年
は
、
ま
ち
・
む
ら
と
き
め
き

プ
ラ
ン
の
事
業
の
一
つ
「
集
落
と
き

め
き
活
動
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し

て
、
休
耕
田
に
コ
ス
モ
ス
栽
培
を
実

施
。
満
開
の
コ
ス
モ
ス
畑
で
、
金
津

東
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
写
生
大

会
を
開
催
し
、
剱
岳
か
り
ん
て
祭
で

は
、
写
生
大
会
の
表
彰
式
を
実
施
す

る
な
ど
、
他
機
関
を
巻
き
込
ん
で
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

取
り
組
む
き
っ
か
け
は
？

　
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
集
落
に

愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て
い
る
一
方

で
、
若
い
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
都
会

へ
出
て
い
き
、
集
落
に
は
老
夫
婦
世

帯
が
残
り
、
空
き
家
が
増
え
て
い
く

と
い
っ
た
、
集
落
が
衰
退
す
る
不
安

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。清滝区 区長

長谷部　博司 氏
　
そ
ん
な
中
、
集
落
内
か
ら
「
ま
ず

は
で
き
る
こ
と
か
ら
、
減
反
に
割
り

当
て
ら
れ
た
休
耕
田
に
コ
ス
モ
ス
を

植
え
よ
う
」
と
声
が
上
が
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
点
は
？

　
集
落
内
の
若
い
人
た
ち
が
、
前
向

き
に
集
落
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス

栽
培
に
は
、
草
刈
り
や
田
お
こ
し
に

労
力
が
必
要
と
な
り
、
当
初
は
人
手

不
足
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た

が
、
意
外
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
は
？

　
コ
ス
モ
ス
栽
培
に
つ
い
て
は
、
剱

岳
地
区
の
特
徴
で
あ
る
の
り
面
の
高

さ
を
生
か
し
た
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や

コ
ス
モ
ス
畑
ま
で
の
道
路
を
整
備
し

た
い
で
す
。

　
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅

開
業
に
向
け
て
、
中
山
間
地
で
あ
る

剱
岳
地
区
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上

げ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
剱
岳
そ
ば
や
米
な
ど
の
食

だ
け
で
な
く
、
６
月
に
は
蛍
が
乱
舞

す
る
こ
の
地
域
を
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

集落活性化の取り組み紹介
　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
衰
退
を
防
ぎ
、「
住
み

た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」
集
落
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
集
落
で
受

け
継
ぎ
、
蓄
積
し
て
き
た
文
化
や
伝
統
、
財
産
を
守
り
継
承
す
る
と
と
も
に
、
集
落

を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、
集
落
の
活
性
化
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組

み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

人口（万人）高齢化率（％）

出生数（人） 外国人数（人）

※ 年（１月１日時点）
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※ 年（１～ 12 月）

H25 H26 H27 H29 R02H31H30H28 （年）
2.7

（万人）

2.75

3.0
2.95
2.9

2.85

2.8

3.05

H25 H26 H27 H29 R02H31H30H28 （年）

（人）

150

200

450
400
350

300

250

500

H23 H24 H25 H27 H30H29H28H26 （年度）

（％）

26

27

32
31
30

29

28

33

H24 H25 H26 H28 H31H30H29H27 （年）

（人）

150

160

210
200
190

180

170

220

3 2

つなげよう、未来へ


